
平成 31年度教員採用選考の変更点 
義務教育課 

高校教育課 

特別支援教育課 

教学指導課 

 

「新たな社会を創造する力」を育む教育を推進するとともに、「探究的な学び」を実践し、

豊かな人間性と確かな人権意識を有し、児童生徒・保護者・地域・同僚と協働できる教員の

採用を行うため、次の点を変更します。 

 

１ 特別選考「英語資格取得者を対象とした選考」について（中・高） 

これまで、特別選考「英語資格取得者を対象とした選考」では、一次選考のすべての試験

項目を免除してきました。しかし、「探究的な学び」への転換を加速させているなか、より

コミュニケーション力や社会性等をみるために集団面接を実施するよう変更します。 

 

２ 二次選考における個人面接について（小・中・特） 

平成 30年度採用選考から、個人面接を次のように変更しています。 

・非違行為を根絶するため、心理学等の専門的知見も踏まえ、規範意識、人権意識、自己

認識力、他者を理解する力等をみる面接を実施します。 

・「探究的な学び」を志向し、適切に授業を構想、展開する力をみる模擬授業を実施します。 

これらの変更した内容について、より適切に評価するために、これまで選考区分によって

個人面接の時間、回数が異なっていましたが、すべての選考において個人面接の時間を

50分間とし、１回で実施します。 

 

○ 採用予定者数について 

年度 

小・中・特別支援学校 小・中学校 高等学校 

合計 小学校 

教諭 

中学校 

教諭 

特別支援 

学校教諭 
養護教諭 栄養教諭 

高等学校 

教諭 
養護教諭 

H31 
210名 

程度 

130名 

程度 

55名 

程度 

20名 

程度 
若干名 

110名 

程度 
若干名 

525名 

程度 

H30 175名 110名 50名 22名 ７名 87名 ４名 455名 

※ 特別選考「身体に障がいのある人を対象とした選考」については、採用予定人数の中で

すべての学校種を合わせて 10名程度募集します。 



 

 

平成 32年度教員採用選考の変更点 

義務教育課 

 

平成 32 年度教員採用選考（小・中学校教諭）では、次の点を変更する予定です。

詳細につきましては、決定次第、長野県教育委員会ホームページにおいてお知らせします。 

 

１ 採用選考はこれまでどおり県全体で行いますが、県内を４ブロック（東信、南信、中信、

北信）に分け、ブロックごとに採用予定者数を設定します。受験者は、勤務を希望するブロ

ックを選んで申し込みます。ブロックごとに合格者を決定します。（別紙参照） 

 

２ 次の（１）、（２）のいずれかを満たす受験者について、一次選考において加点します。 

 （１） 小学校教諭免許状と中学校教諭免許状の両方を取得、または取得見込 

 （２） 複数教科の中学校教諭免許状を取得、または取得見込 

予 告 



 


















